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榎本幸人 l・川井浩史 2 : I瀬戸内海海産藻類標本集J(The Marine 
Benthic Algae of the Seto lnland Sea， J apan)の刊行

「瀬戸内海海産藻類標本集j

(The Marin巴BenthicAlgae of the Seto lnland Sea， Japan) 

桜本幸人-吉田忠生・増田道夫 ・川井浩史 編

神戸大学内海域機能教育研究センタ一発行 (1996)

神戸大学内海域機能教育研究センタ ーでは旧理学

部附属臨海実験所以来，その研究活動の一部として瀬

戸内海域における海藻類のフロラに関する研究を行っ

てきた。これは分類学的，植物地理学的な興味はもち

ろんのこと ，この海域が人的活動の影響を受けやすい

閉鎖性の海域であることをふまえて， 151境保全にかか

わる基礎的資料を提供することをも目指したものであ

る。これまでの調査・研究の間に集積した整理済みの

海藻標本(さく業標本)は約 20万点におよんでいる。

そこで，これらの標本の関連研究領域における活用を

はかり，また周辺地域における教育目的の利用を可能

にするため，代表的な種類をまとめお絡状に製本した

標本集 (エキシカータ，図 1) 150部を刊行し，園内

外の関係諸機関 (主要なハーバリウム，博物館，研究

機関など)に頒布することにした。

本標本集に使用した海藻標本はすべてセンタ 一所

属の実習船「おのころjを利用し，編者ら (板本幸人

吉田忠生 ・増田道夫・川井浩史)のほか本センター教

職員を含む後記の調査協力者の協力により収集・整

理・同定されたものである。過去 15年間lにおよぶ瀬

戸内海全域における調査で採集，同定された種は計

図1.瀬戸内海海産藻類標本集全6巻の茨丁

284種(緑謀 36穫，褐藻 75種，紅藻 173極)にのぼ

る。このうち標本集に使用可能な数量 (150葉)に透し

た 188種 (緑藻22種，褐藻 58種，紅藻 108種)を選

び， 全6巻(各巻約 45標本)にまとめた。形態変異

の著しい種については複数の標本を含めたため，全体

で265}長の標本を収めている。海藻標本は採集直後に

ホルマリン固定し，乾燥さく紫標本として台紙上に貼

付したも ので，採集年月日，採集地点 (地名，緯度 ・

経度)，採集者等が活字印刷されている。この標本をA

3版の台紙に貼付し，種名(学名，和名)，参考文献，

採集年月日，採集地点(地名，緯度経度)，生育場所，

採集者名，同定者名を記したラベルを添付し，各標本

をポリ袋に収納，ハードカパ の書籍状に装丁した

(図2)。各巻に目次 (学名，和名)，カラー写真による

目次 (図3)を配し，巻末に学名 ・和名索引，概説，協

力者氏名，採集地点 (図，地名)のリストを備えてい

る。

海諜!JJ1の分類を行おうとした場合，海藻類は一般に

体llilJが単純で分類学的な特徴に乏しいため，文献や図

鑑に示された外部形態の図，写真，記載のみでは同定

が困難な場合が多い。これに対し，標本集などのさく

業標本を利用すれば詳細な外部形態や微妙な色合い等

の特徴が比較可能になるほか，内部組織構造の検討も

可能となる。また，さく業標本の一部から色素， DN 

Aほかの成分を抽出し各種の研究に供することも可能

であろう 。

図2 瀬戸内海海ilffii長類標本集 標本見本
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図3 瀬戸内海海産i菜類燃本集 写真目次

五O: l~長類

アツ;{ノ リ， アミクサ，アヤギヌ，アヤニシキ，イ

キ、ス，イソウメモドキ，イソダンツウ，イソノ、ギ，イ

ソハリガネ，イトフジマツ，イトフノリ，イバラノリ，

ウスカワカニノテ，ウスノfガラガラ，ウラソゾ，エツ

キイワノカワ，エナシダジア，エンドウイ トグサ，オ

オパツノマタ，オキツノリ，オゴノリ ，オニクサ，オ

パクサ，カイノリ ，カエルデグサ，カギイバラノリ ，カ

ギウスパノリ，カギケノリ ，カギノリ，カタソゾ，カ

パノリ，キヌイトグサ，キプリイトグサ，ギボウシガ

ラガラ ，キョウノヒモ，キン トキ，クサノカキ，クシ

ノハモドキ，クモノス ヒメ ゴケ，コザネモ，コスジフ

シツナギ，コメノ リ， サクラノリ，シキンノリ，シマ

この標本集は現時点て、の瀬戸内海沿岸の海藻相の概 ダジア，ジャパラノ リ，シ ョウジョウケノ リ，シラモ，

略を手近にみることを可能にするとともにその記録を スギノ リ， スサピノ リ，ス ジムカデノ リ， ススカケベ

後世に残すもので，広く教育 ・研究目的に役立つもの ニ，セ トウチフジマツモ， タオヤギソウ，タチイバラ

と信じている。本標本集の刊行により内外のi菜類研究 ノリ ，タニコケモ ドキ，タマイタダキ，ツノマタ ，ツ

者の聞に瀬戸内海の海藻類についての関心が深まり， ノムカデ，ツルシラモ，ツルツル，テングサヤド リ，ト

さらに研究が活性化されることを期待する。 ゲイギス，トサカマツ，ナガウブゲグサ，ネザシノト

標本集に含められた種の和名リスト

緑藻類

アサミドリシオグサ，アナアオサ，ウスパアオノリ，

カイコ守口モ，クロ ミル， シワランソウモ ドキ，タ マゴ

パロニア，チャシオグサ，ツヤナシシオグサ，ネザシ

ハネモ，ハイミル，ハネモ，パルモフィルム，ヒトエ

グサ，ヒメ アオノ リ，ヒ ラアオノ リ，フサイワ ヅタ，フ

トジュズモ，ホ ソジュズモ，ホソヒメアオノ リ，ボタ

ンアオサ， ミル

褐i菜類

アカモク，アッパコモングサ，アミジグサ，イシゲ，

イソモク，イチメガサ，イトア ミジ，イト ヨレモク，イ

ロロ，イワヒゲ，ウスカヤモ，ウ ミウチワ，ウミ トラ

ノオ，オオノfアミジグサ，カゴメノリ，カジメ，カシ

ラザキ，カヤモノリ，クロメ，クロモ，クロモスク，ケ

ウルシグサ，ケベリグサ，ケヤ リ，サキブトミル，サ

ナダグサ，シダモク，ジョロモク ，シワノカワ，シワ

ヤハズ，セイヨウハパノリ，タバコグサ，タマハハキ

モク，ツタノTネクロカ、シラ，ツルモ， トゲモク，ニセ

モズク，ネバリモ， ノコギリモク，ハパノ リ， ハパモ

ドキ，ヒジキ，ヒラネジモク，ヒラムチモ，フクリン

アミジ，フクロノ リ， フタエオオギ，フ トモズク，へ

サカモドキ，ハイウスパノリ，ハプタエノリ，ヒゲベ

ニハノリ，ヒゲムラサキ， ヒビロウド，ヒメテングサ，

ヒヨクソウ，ヒラミリン，ヒ ラワツナギソウ，ピ リヒ

パ，フクロツナギ，フクロフノ リ， フササイ ミ，フシ

ツナギ，フダラク，フノリノウシゲ，ベニスナゴ，へ

リトリ カニノテ，ベンテンモ，ホソアヤギヌ，ホソコ

ザネモ，ホソパノトサカモドキ，ホソヤナギノリ，ホ

ソユカ リ，マギレソ ゾ，マクサ，マサゴシパリ，マタ

ボウ，マツノリ，マフノリ，マルソゾ，ミゾオゴノリ，

ミツデソゾ，ミリン，ミルノベニ，ムカデノリ，モツ

レユナ，ヤレウスパノリ，ユカリ，ユナ，ヨツガサネ，

ワツナギソウ
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